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３月 24 日(月）、令和六年度卒業式

が行われ、３３名の卒業生の門出をお

祝いしました。 

 卒業生３３名の未来が輝かしいも

のであることを祈念します。 

 六年間、保護者の皆様、地域の皆様

のご理解とご協力を頂き、無事、卒業

式を迎えることができました。誠にありがとうございました。 

 四年生、五年生は事前の清掃や準備に本当によく取り組んでくれました。みなさんの六年生へ

のお祝いの気持ちが良く伝わってきました。おかげで、心温まる卒業式が実施できました。あり

がとう。 

 

 

 

 

 

 ２月 21 日(金)、六年生を送る会を行いました。 

 同じ場所で、同じ時間をともに過ごせたことをとてもうれしく感じた会でした。とても心があ

たたかくなる、やさしい気持ちのあふれる会になりました。 

 一年生から五年生は卒業を控えた六年生に感謝とエールの気持ちを伝えようとたくさん練習

をしてきました。在校生の全ての発表が、六年生へ感謝とエールの気持ちを強くしっかりと伝え

る素晴らしい発表でした。五年生は、練習以外にも会を進めるための準備等にしっかりと取り組

んでくれました。その姿は、六年生が卒業した後の境剛志小を自分たちが、「楽しい!! おもしろ

い!! うれしい!! 気持ちのあふれる学校」にしていくんだという決意の感じられるものでした。 

 六年生からメッセージをもらいました。在校生はそれをしっかりと受け止め、六年生が、境剛

志小を「卒業したことを誇りに思う学校」にしていきましょう。 

 六年生の発表も在校生の思いに応える六年生の力が感じられる発表でした。剛志小の子供たち

は、楽しいことを自ら創り出す力を持っています。 

六年生には、四月からの新しい環境での生活が始まっても、みなさんに今まで関わってきた先

生や在校生が、みなさんを応援していることを忘れないでほしいと思います。 

 一年生から五年生のみなさん本当にありがとう!! 

 六年生の皆さん、卒業後も「なりたい自分」を目指して、勇気を持って明日への一歩を踏み出

してください。 

   



修了式  

 

 

 

有意義な春休みを 

 

 

 

 

 

 

修了式を迎えました。令和六年度の子供たちの学校生活も今日で終わりです。 

 子供たちが安心・安全に令和六年度の学校生活をおくることができたのも、保護者の皆様、地

域の皆様のおかげと感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

 一年間、子供たちは、真剣に学習に取り組み、学校生活を楽しんでいました。 

子供たちは、授業や学校行事を通して、新しく勉強したことや経験したことがたくさんあった

と思います。人と比べるのではなく、一年前の自分と今日の自分を比べて、成長したところ、良

くなったところを実感してほしいと思います。「これができるようになった」、「こんなところ

が良くなった」など、自分の成長を自分自身で実感することが、これからの活動のエネルギーに

なるのだと思います。 

各ご家庭でも、それぞれの子供の一年間を振り返ってください。良かったところ、成果のあっ

たところ、頑張ったところは、子供の成長を認め、大いに褒めてあげてください。褒められたこ

とが自信につながり、さらに伸びるための原動力となります。 

 

 

 明日から春休みです。自分の健康や安全にも目を向けましょう。交通事故など、「危険の潜む

場所はどこなのか」を想像して、危険が感じられる場所には近づかないなど、想像力を働かせて、

自分の身を自分で守りましょう。また、自分の体の内面にしっかりと目を向けてください。何か

いつもと違う違和感や異変を感じたら、すぐに近くの大人に相談するなど、健康面でも自己管理

をしっかりしていく必要があります。 

 生活のリズムが乱れないように注意しましょう。「普段、学校があるときと同じ時間で生活す

る」ようにしましょう。それが生活のリズムを崩さない為に必要です。 

 春休みを元気に過ごして、４月７日に全員が元気に、笑顔で新年度を迎えられるように生活し

てください。 

 春休みも、全児童がタブレットを家庭に持ち帰ります。各ご家庭において、子供たちの使用状

況の管理をお願い致します。 

 各ご家庭において、タブレットの使い方について、必ず話し合いをしてください。タブレット

は便利な道具ではありますが、使い方によっては、自分や他人の人権を侵害することもあるとい

う意識を子供たちに持たせて使わせたいと思います。ご家庭でも必ずご指導ください。 

 春休み中にお伝えするべき情報があれば、タブレットを使ってクラスに情報発信したり、学校

からテトルや緊急メールを使って情報を発信したりするようにします。常日頃からの確認とチェ

ックをお願いします。 

   

   


